
ロープネット・ロックボルト併用工法

兵庫の治山・林道と森林整備

題字  谷　洋一

● 平成26年度 林務課 予算の概要 ……………………………………………………………………… ₂・₃
● 平成26年度 治山課 予算の概要 ……………………………………………………………………… ₄・₅
● 平成26年度 豊かな森づくり課 予算の概要 ………………………………………………………… ₆・₇
● 平成26年度 自然環境課 予算の概要 ……………………………………………………………………… ₈
● 山地防災・土砂災害対策５ヵ年計画について（農政環境部農林水産局治山課） ………………………… ₉
● 平成26年度 ロープネットロックボルト併用工法研究会（農政環境部農林水産局治山課） …………… 10・11
● 森と水辺の生き物を訪ねて（３）（佐藤邦夫） …………………………………………………………… 12・13
● 新緑の氷ノ山林道で自然観察ウォーキング ………………………………………………………… 14・15
● 協会だより ……………………………………………………………………………………………………… 16

第36号平成26年6月発行



平
成
26
年
度

　

林
務
課 

予
算
の
概
要

第36号 （2）兵庫の治山・林道と森林整備

　

県
で
は
、
人
工
林
22
万
ha
の
成
熟
化
が
進
む
中
、「
伐
採
・
利

用
・
植
栽
・
保
育
」
の
林
業
生
産
サ
イ
ク
ル
が
円
滑
に
循
環
す
る

「
資
源
循
環
型
林
業
」
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
県
内
に
お
い
て
も
、
複
数
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
の
整
備
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
未
利
用
森
林
資
源
の
活
用
に
よ

る
本
県
林
業
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
稼
働
に
よ
っ
て
、
今
後
、

木
材
の
需
要
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
生
産
能
力
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
間
伐
を
集
中
的
に
進

め
る
「
低
コ
ス
ト
原
木
供
給
団
地
」

の
設
定
や
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
促
進
、
作
業
道
等
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
未
利
用
森
林
資
源
の

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
、
山
土
場
整
備
や
輸
送
経
費
等

へ
の
支
援
を
新
た
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
消
費
税
引
上
げ
に
伴
う
木

材
需
要
の
反
動
減
を
回
避
し
、
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
実

現
す
る
た
め
、
国
補
正
予
算
を
活
用

し
て
、
多
様
な
森
林
の
整
備
や
境
界

の
明
確
化
、
木
造
公
共
施
設
の
整
備

支
援
な
ど
、
総
合
的
な
対
策
を
緊
急

に
実
施
し
ま
す
。

１
．
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林
整
備

⑴
多
様
な
森
林
の
整
備

　

人
工
林
の
う
ち
、
育
成
単
層
林
に
つ
い
て
は
、
気
象
災
害

等
に
配
慮
し
つ
つ
、
間
伐
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
形

や
地
質
等
に
よ
り
皆
伐
を
避
け
る
べ
き
森
林
に
つ
い
て
は
、

針
広
混
交
林
化
や
天
然
林
へ
と
誘
導
す
る
等
、
多
様
な
森
林

の
整
備
を
図
る
。

◦
地
域
森
林
計
画
策
定
事
業 

１
６
、４
８
１
千
円

◦
造
林
事
業 

１
、２
８
９
、３
１
１
千
円

◦
造
林
事
業
（
25
年
度
補
正
） 

５
８
７
、１
０
０
千
円

◦
重
要
水
源
林
機
能
高
度
化
事
業 

２
２
、０
０
０
千
円

⑵
施
業
集
約
化
の
促
進

　

森
林
施
業
の
集
約
化
を
促
進
す
る
た
め
、
森
林
経
営
計
画

の
作
成
や
森
林
境
界
の
明
確
化
等
を
支
援
す
る
。

◦
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業 

１
３
３
、９
８
６
千
円

◦
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業
（
森
林
境
界
の
明
確
化
）

 

１
０
４
、６
３
２
千
円

⑶
生
産
基
盤
の
整
備

　
（
協
）兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
製
材
工
場
等
に
必
要

な
２
５
６
千
㎥
／
年
の
原
木
に
加
え
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
向
け
の
燃
料
用
と
し
て
必
要
と
見
込
ま
れ
る
１
７
０
千
㎥

／
年
を
合
わ
せ
た
４
２
６
千
㎥
／
年
の
原
木
を
低
コ
ス
ト
で

安
定
的
に
供
給
で
き
る
基
盤
を
整
備
す
る
。

　

そ
の
た
め
、
小
規
模
・
分
散
し

て
い
る
森
林
の
団
地
化
を
進
め
て

お
り
、
平
成
18
～
25
年
度
に
設
定

し
た
１
６
８
の
低
コ
ス
ト
原
木
供

給
団
地
に
加
え
、
平
成
26
～
33
年

度
に
新
た
に
１
９
２
団
地
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
「
ひ
ょ

う
ご
林
内
路
網
１
、０
０
０
㎞
整

備
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
平
成
33

年
度
ま
で
に
１
、０
０
０
㎞
の
路

網
整
備
を
進
め
る
。

◦
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業
（
林
内
路
網
整
備
）

 

５
５
、８
０
０
千
円

◦
森
林
資
源
活
用
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業 

１
５
、０
７
５
千
円

◦
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業（
高
性
能
林
業
機
械
等
の
導
入
）

 

１
３
９
、４
９
１
千
円

【
拡
】
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
（
高
性
能
林
業
機
械
等
導
入
資
金
）

 

３
０
０
、０
０
０
千
円（
内
数
）

⑷
林
業
技
術
の
普
及

　

林
業
普
及
指
導
員
に
よ
る
林

業
技
術
の
普
及
指
導
活
動
や
高

性
能
林
業
機
械
等
の
林
業
技
術

研
修
、
指
導
林
家
等
・
山
村
リ

ー
ダ
ー
研
修
等
を
通
じ
て
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者
を
育
成

す
る
。
ま
た
、
市
町
村
森
林
整

備
計
画
や
森
林
経
営
計
画
の
作

成
実
行
を
技
術
面
で
市
町
を
支

援
す
る
「
地
域
森
林
総
合
監
理

士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）」
を
育
成
す
る
。

◦
林
業
技
術
普
及
費 

４
、２
７
５
千
円

間伐後のスギ林（宍粟市）

高性能林業機械等の導入

森林境界の明確化の促進

経営者等人材育成研修

低コスト原木供給団地のイメージ

作業道 
高性能林業機械等 

低コスト原木供給団地

木材センター・木材市場等へ 
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２
．
林
業
の
担
い
手
の
育
成

⑴
林
業
労
働
力
の
育
成
・
確
保

　

森
林
資
源
が
成
熟
化
す
る
な
か
、
高
性
能
林
業
機
械
の
操

作
や
大
径
木
の
伐
倒
作
業
な
ど
素
材
生
産
を
低
コ
ス
ト
で
安

全
に
行
え
る
森
林
技
術
者
や
、
施
業
集
約
化
を
担
う
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
福
利
厚
生
や
就
労

環
境
の
改
善
、
労
働
安
全
衛
生
の
向
上
を
図
る
。

◦
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業
（
人
材
育
成
）

 

６
３
、４
９
３
千
円

◦
森
林
技
術
者
確
保
定
着
促
進
事
業 

１
３
、５
３
４
千
円

⑵
森
林
組
合
の
育
成

　

健
全
で
持
続
的
な
経
営
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
森
林
組
合
を
育
成
す
る
た
め
、
利
用
事

業
の
展
開
や
経
営
改
善
な
ど
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
合
併
等
の
促
進
に
よ
る
経
営
基
盤
と
執
行

体
制
の
強
化
を
図
る
。

◦
森
林
組
合
等
経
営
基
盤
強
化
対
策
事
業 
２
、３
９
７
千
円

◦
森
林
組
合
機
能
強
化
資
金
貸
付
金 

３
０
０
、０
０
０
千
円

⑶
林
業
・
木
材
産
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

　

林
業
・
木
材
産
業
事
業
体
に
対
し
て
、
低
利
・
無
利
子
の

資
金
を
融
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
及
び
木
材
産
業
の
健

全
な
発
展
、
木
材
生
産
及
び
流
通
の
合
理
化
の
促
進
を
図
る
。

◦
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金

 

１
５
０
、０
０
０
千
円

◦
林
業
振
興
資
金
利
子
補
給
事
業 

１
、３
６
２
千
円

◦
木
材
産
業
等
高
度
化
推
進
資
金 

５
７
０
、２
０
９
千
円

◦
特
用
林
産
振
興
事
業 

２
５
０
千
円

【
拡
】
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
（
製
材
用
原
木
の
取
扱
に
係
る
運
転
資
金
）

 

３
０
０
、０
０
０
千
円（
内
数
）

３
．
県
産
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備
と
利
用
拡
大

⑴
県
産
木
材
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
（
協
）兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
既
存
の
木
材
流
通
、

加
工
部
門
を
含
め
て
、
県
産
木
材
の
品
質
・
性
能
の
向
上
の

た
め
の
施
設
導
入
や
、
原
木
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立
に
向

け
た
取
組
等
を
支
援
す
る
。

◦
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業（
木
材
加
工
流
通
施
設
等
整
備
）

 

５
８
、４
０
８
千
円

◦
県
産
木
材
供
給
体
制
整
備
推
進
事
業 

５
０
０
千
円

⑵
県
産
木
材
の
利
用
拡
大

　
「
伐
採
・
利
用
・
植
栽
・
保
育
」の
林
業
生
産
サ
イ
ク
ル
を

円
滑
に
循
環
さ
せ
る
た
め
、
県
産
木
材
、
及
び
未
利
用
森
林

資
源
を
活
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
利
用
拡
大
を
図
る
。

①
公
共
施
設
等
の
木
造
・
木
質
化
の
推
進

　

展
示
効
果
が
見
込
め
る
公

共
施
設
等
の
木
造
化
、
木
質

化
を
進
め
る
ほ
か
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
へ
の
木
製
架
台
等
の

モ
デ
ル
導
入
を
支
援
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
木
材
が
使
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
で
の

木
材
利
用
を
促
進
す
る
。

◦
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

　
（
木
造
公
共
施
設
等
整
備
）

 

３
０
、０
０
０
千
円

　
（
地
域
材
新
規
用
途
導
入
促
進
支
援
）

 

１
３
４
、０
０
０
千
円

　

②
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
建
設
促
進

　

長
期
固
定
で
低
利
な
融
資
制
度
（
年
利
率
０
・
９
％
）

や
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
よ
る
県
産
木
材
利
用
住
宅

の
建
設
促
進
や
、「
木
の
匠
」
登
録
制
度
に
よ
る
工
務
店

の
県
産
木
材
利
用
意
欲
の
喚
起
、
住
宅
コ
ン
ペ
に
よ
る
優

れ
た
木
造
住
宅
の
顕
彰
を
実
施
す
る
。

◦
森
か
ら
ま
ち
へ
木
材
利
用
促
進
事
業

　
（「
木
の
匠
」
登
録
、
住
宅
コ
ン
ペ
事
業
）
３
３
１
千
円

◦
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
事
業

 

１
５
、１
３
３
、７
１
３
千
円

◦
県
産
木
材
利
用
住
宅
建
設
促
進
事
業 

１
、６
２
０
千
円

　

③ 

暮
ら
し
に
身
近
な
木
製
用
品
を
活
用
し
た
普
及
啓
発

　

県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
内
装
材
や
木
製
学
習
机
、

玩
具
な
ど
、
多
様
な
木
材
利
用
を
提
案
す
る
ほ
か
、
店
舗

や
駅
舎
な
ど
多
く
の
県
民
が
利
用
す
る
民
間
施
設
で
の
木

材
利
用
事
例
を
と
り
ま
と
め
、
広
く
県
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

◦
森
か
ら
ま
ち
へ
木
材
利
用
促
進
事
業

　
（
木
の
あ
る
街
づ
く
り
事
業
） 

１
６
９
千
円

◦
暮
ら
し
の
中
に
木
材
を
取
り
入
れ
る
運
動
推
進
事
業

　
（
木
製
用
品
利
用
拡
大
） 

２
、７
７
０
千
円

④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
を
進
め
る
チ
ッ
プ

工
場
や
ボ
イ
ラ
ー
等
の

施
設
導
入
等
に
対
し
て

支
援
す
る
ほ
か
、
未
利

用
間
伐
材
等
の
仕
分
け
、

乾
燥
に
必
要
な
山
土
場

整
備
や
、
一
般
材
と
比

べ
掛
増
し
と
な
る
輸
送
コ
ス
ト
に
対
し
て
支
援
す
る
。

◦
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

　
（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
等
整
備
）

 

６
２
２
、１
５
９
千
円

【
新
】
バ
イ
オ
マ
ス
ヤ
ー
ド
整
備
事
業 

３
、６
０
０
千
円

【
新
】
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業

 

４
、７
５
０
千
円

【
拡
】
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
（
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
用
木
材
の
取
扱
に
係
る
運
転
資
金
）

 

３
０
０
、０
０
０
千
円（
内
数
）

平
成
26
年
度　

林
務
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

４
８
、９
７
４
、０
４
９
千
円（
対
前
年
度
比
１
０
２
・
８
％
）

（
＋
補
正
）４
９
、５
６
１
、１
４
９
千
円
（
対
前
年
度
比
１
０
４・１
％
）

公共施設等の木質化（ＪＲ姫路駅）H25年度「木の匠」コンクール表彰式

県産木製架台を活用した太陽光発電
（多可町）

チップボイラー施設の整備
（丹波市）



平
成
26
年
度

　

治
山
課 

予
算
の
概
要

　

近
年
、
県
下
各
地
で
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る

風
水
害
に
備
え
、
治
山
ダ
ム
の
整
備
や
崩
壊
地
の
復
旧
、

地
す
べ
り
防
止
対
策
等
の
治
山
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
財
産
の
保

全
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
内
路
網
の
骨
格
と
な
る
森
林
基
幹
道
等
の
開

設
促
進
と
あ
わ
せ
、
木
材
の
集
積
土
場
等
の
路
網
拠
点
整

備
を
進
め
、
県
産
木
材
の
安
定
供
給
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

1
．
治
山
事
業
の
推
進

 

予
算
額　

�　
　
　

５
、１
８
１
、７
８
１
千
円

 

�
補
正　
　

 

５
４
３
、４
０
０
千
円

⑴ 

林
地
被
害
の
復
旧

　

平
成
25
年
９
月
の
秋
雨
前
線
豪
雨
や
台
風
18
号
豪

雨
等
に
よ
り
、
丹
波
地
域
を
中
心
に
被
災
し
た
46
箇

所
に
つ
い
て
、
二
次
災
害
の
危
険
性
の
高
い
箇
所
か

ら
工
事
着
手
し
、
早
期
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

⑵ 

第
２
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画
の

着
実
な
推
進

　

平
成
21
年
の
台
風
第
９
号
災
害
等
を
教
訓
と
し
た

第
１
次
計
画
で
は
、
計
画
６
７
４
基
に
対
し
て
、
７

６
２
基
の
治
山
ダ
ム
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
未
整
備
の
危
険
地
区
が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
26
年
度
を
始
期
と
す
る
「
第
２
次

山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画
」
に
基
づ

き
、
人
家
へ
の
影
響
が
大
き
い
箇
所
や
流
木
・
土
砂

流
出
の
危
険
性
の
高
い
箇
所
を
対
象
に
、
４
８
０
基

の
治
山
ダ
ム
整
備
を
進
め
ま
す
。

伐
等
を
実
施
し
、
土
砂
流
出
・
崩
壊
防
止
機
能
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

⑸
減
災
対
策
の
推
進

　

山
地
災
害
危
険
地
区
の
周
知
徹
底
や
危
険
箇
所
の

点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
災
教
室
の
開
催
、
集
落
裏
山

の
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
支
援
な
ど
、
地
域
住
民
と
一

体
と
な
っ
た
減
災
対
策
を
推
進
し
、
県
民
の
防
災
意

識
の
喚
起
と
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑶
治
山
施
設
の
維
持
管
理
・
機
能
強
化
対
策

　

治
山
施
設
の
老
朽
化
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
修
繕

等
の
治
山
施
設
の
維
持
管
理
及
び
増
厚
・
嵩
上
げ
等

の
機
能
強
化
対
策
を
図
り
ま
す
。

⑷
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
の
推
進

　

森
林
の
過
密
化
に
よ
り
林
床
植
生
が
消
滅
し
、
表

土
が
流
出
し
て
い
る
保
安
林
を
対
象
に
、
本
数
調
整

豊かなむらを災害から守る月間ポスター

②流木・土砂流出防止対策（丹波市）

山地防災研修（洲本市）

土石流模型実験装置による減災活動（加古川市）

①人家保全対策（佐用町）

第36号 （4）兵庫の治山・林道と森林整備

第２次山地防災・土砂災害対策５箇年計画の箇所数
計　画　区　分 26年度 27～30年度 合計

治山ダムの重点整備 96 384 480
①　人家保全対策 70 280 350
②　流木・土砂流出防止対策 26 104 130



２
．
林
道
整
備
の
推
進

 

予
算
額　

１
、３
１
７
、８
４
６
千
円

⑴
県
営
林
道
の
開
設
・
改
良

　

成
熟
し
た
人
工
林
が
広
く
分
布
す
る
但
馬
・
播
磨

地
域
に
お
い
て
、
原
木
の
低
コ
ス
ト
安
定
供
給
体
制

や
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林
整
備

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
新
た
な
「
ひ

ょ
う
ご
林
内
路
網
１
、０
０
０
㎞
整
備
プ
ラ
ン
（
Ｈ

26
～
33
）」
に
基
づ
き
、
森
林
基
幹
道
２
路
線
、
過

疎
代
行
林
道
（
森
林
管
理
道
）
の
２
路
線
に
お
い
て
、

コ
ス
ト
縮
減
や
環
境
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
開
設
促

進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
車
両
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、

林
道
の
巡
視
、
安
全
点
検
等
を
行
う
と
と
も
に
、
路

面
の
舗
装
、
法
面
の
改
良
工
事
等
を
進
め
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

⑵
路
網
拠
点
施
設
の
整
備

　

森
林
基
幹
道
を
利
用
し
て
、
効
率
的
な
木
材
搬
出

を
推
進
す
る
た
め
、
沿
線
か
ら
作
業
道
に
接
続
す
る

支
線
林
道
や
ト
ラ
ッ
ク
の
積
み
込
み
基
地
と
な
る
木

材
集
積
土
場
を
設
置
す
る
路
網
拠
点
整
備
を
進
め
ま

す
。

⑶
林
道
を
活
用
し
た
森
林
・
林
業
等
の
普
及
啓
発

　

森
林
基
幹
道
を
利
用
し
て
、
森
林
や
林
業
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
都
市
住
民
と
山
村
住
民
と

の
交
流
に
よ
る
山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

自
然
観
察
な
ど
、
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

３
．
治
山
及
び
林
道
施
設
災
害
の
復
旧

 

予
算
額　

１
５
２
、０
５
６
千
円

　

自
然
災
害
に
よ
り
、
県
が
管
理
す
る
治
山
施
設
や
森
林

基
幹
道
等
が
被
災
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
復
旧
を
図
り

ま
す
。

４
．
里
山
防
災
林
整
備
（
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
）

 

予
算
額　

４
３
０
、７
０
０
千
円

　

集
落
裏
山
に
あ
る
里
山
林
の
山
地
防
災
機
能
向
上
の
た

め
、
危
険
木
除
去
等
の
森
林
整
備
や
丸
太
柵
工
等
の
簡
易

防
災
施
設
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

26
年
度
計
画　

継
続
20
箇
所
、
新
規
20
箇
所

　

実
施
内
容　
　

基
本
計
画
調
査
、
整
備
造
成

平
成
26
年
度　

治
山
課
当
初
予
算
額

26
当
初　
　
　

７
、０
８
２
、３
８
３
千
円

（
対
前
年
度
比
１
０
２・０
％
）

25
補
正　
　
　

５
４
３
、４
０
０
千
円

合
計　
　
　
　

７
、６
２
５
、７
８
３
千
円

（
対
前
年
度
比
68・４
％
）

集積作業土場の整備（峰山線）

簡易防災施設（養父市）

復旧状況（池ノ尾線）

路網拠点施設の整備（千町・段ヶ峰線）

集落裏山の危険木除去（養父市）

現地発生土を活用しコストと工期を縮減

林道の開設（池ノ尾線）

（5） 平成26年6月30日



平
成
26
年
度

　

豊
か
な
森
づ
く
り
課 

予
算
の
概
要

　

県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
の
機
能
回
復
を
社
会
全
体
で
進

め
る
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
平
成
18
年
度
か
ら
は
森
林
の
も
つ
防
災
機
能
の
強

化
を
早
期
・
確
実
に
進
め
る
た
め
に
「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し
た

「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
森
林
の
保
全
・
管
理
、
森
林
病
害
虫
被
害
対
策
に
も

取
り
組
み
、
県
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
「
生
活
を
豊

か
に
す
る
森
づ
く
り
」
を
促
進
し
ま
す
。 

１
．
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
の
推
進

　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
を
図
る
た
め
、「
新
ひ

ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」・
第
１
期
対
策
（
平
成
14
～
23
年
）」
を
さ

ら
に
継
続
・
発
展
さ
せ
、「
公
的
関
与
に
よ
る
森
林
管
理
の
徹
底
」

「
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
の
推
進
」
を
基
本
方
針

と
す
る
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
（
平
成
24
～

33
年
）」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

⑴
森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦

　

間
伐
が
必
要
な
60
年
生
以
下
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に

つ
い
て
、
国
の
公
共
造
林
事
業
に
よ
る
間
伐
及
び
作
業
道
開

設
の
補
助
残
額
を
県
・
市
町
が
連
携
し
て
公
的
負
担
を
行
い
、

森
林
管
理
の
徹
底
を
図
る
。

◦「
森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦
」
推
進
事
業

 

８
４
、９
３
８
千
円

◦
く
ら
し
を
支
え
る
森
づ
く
り
事
業

 

４
、４
０
８
、１
９
９
千
円

⑵
里
山
林
の
再
生

集
落
周
辺
の
里
山
林
に
お
い
て
、
地
域
住
民
等
が
自
ら
行
う

森
林
整
備
活
動
に
対
し
て
、
資
・
機
材
費
等
の
支
援
を
行
う
。

◦
住
民
参
画
型
里
山
林
再
生
事
業  

１
５
、３
０
０
千
円

⑶
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促
進

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
お
け
る 

次
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
講
座
を
実
施
し
、
森
林
ボ
ラ

ン 

テ
ィ
ア
活
動
の
継
続
と
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る
。

◦ 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

 

９
７
６
千
円

⑷
企
業
の
森
づ
く
り
の
推
進

　
「
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
」、

企
業
・
団
体
等
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
う
森
林

保
全
活
動
に
関
し
、（
公
社
）
兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会
が
行

う
活
動
を
支
援
す
る
。 

◦ 

企
業
・
団
体
等
の
年
間
活
動
計
画
等
の
策
定
に
係
る
技
術

者
派
遣
、
研
修
会
の
開
催

 

１
、５
３
６
千
円

⑸
森
林
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
普
及
啓
発

　

森
の
大
切
さ
や
森
林
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
広
く
県
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
森
づ
く

り
活
動
へ
誘
う
た
め
、
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
森
林
環

境
教
育
を
進
め
る
。
ま
た
、
地
元
住
民
と
都
市
住
民
の
交
流

の
場
、
親
子
・
家
族
が
身
近
に
自
然
と
触
れ
あ
え
る
場
を
提

供
す
る
。

◦「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
」
の
開
催 

１
、０
０
０
千
円

◦
三
木
山
森
林
公
園
管
理
運
営
費
事
業

 

１
０
８
、５
４
８
千
円

◦
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
管
理
運
営
事
業
（
６
公
園
）

 

１
７
３
、２
８
０
千
円

２
．
県
有
環
境
林
の
管
理

　

現
時
点
で
は
利
活
用
は
見
込
め
な
い
が
、
乱
開
発
の
抑
制
に
寄

与
し
て
い
る
先
行
取
得
用
地
等
に
つ
い
て
、
森
林
の
公
益
的
機
能

に
着
目
し
、
県
有
環
境
林
と
し
て
適
切
な
管
理
を
行
う
。

◦
県
有
環
境
林
管
理
事
業 

１
２
、５
２
０
千
円

３
．
災
害
に
強
い
森
づ
く
り

　

森
林
の
防
災
面
で
の
機
能
強
化
を
早
期
・
確
実
に
進
め
る
た
め
、

平
成
23
年
度
か
ら
５
年
間
延
長
さ
れ
た
「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し

て
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
。
併
せ
て
、
平
成
24

年
度
か
ら
は
、
国
の
公
共
造
林
事
業
等
を
活
用
し
た｢

広
葉
樹
林

化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業｣

を
推
進
し
て
い
る
。

⑴
県
民
緑
税
充
当
事
業
・
第
２
期
対
策
（
Ｈ
23
～
29
年
度
）

◦
緊
急
防
災
林
整
備

［
斜
面
対
策
：
９
３
９
ha
、
渓
流
対
策
：
調
査
40
箇
所
、

森
林
整
備
36
箇
所
］  

８
７
６
、９
７
０
千
円

◦
里
山
防
災
林
整
備

［
基
本
計
画
調
査
３
０
０
ha
、
整
備
３
０
０
ha
］

 

４
３
０
、７
０
０
千
円

◦
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交
林
整
備

［
計
画
調
査
設
計
２
０
０
ha
、
作
業
道
開
設
２
０
０
ha
、

広
葉
樹
植
栽
２
０
０
ha
］ 

２
５
４
、０
０
０
千
円

企業の森づくり活動
（住友ゴムGENKIの森 高砂市）

木工教室（ささやまの森公園 篠山市）

森林ボランティア講座（多可町）

ひょうご森のまつり2013（神戸市）

第36号 （6）兵庫の治山・林道と森林整備



◦
野
生
動
物
育
成
林
整
備

［
基
本
計
画
調
査
４
１
０
ha
、
森
林
整
備
４
６
０
ha
］

 

３
２
４
、７
９
０
千
円

◦
住
民
参
画
型
森
林
整
備

　
［
森
林
整
備
㉒
ha
］ 

２
８
、０
５
０
千
円

⑵
公
共
造
林
事
業
等
活
用
事
業
（
Ｈ
24
～
33
年
度
）

　

奥
地
林
な
ど
収
益
性
が
低
く
伐
採
の
進
ま
な
い
高
齢
人
工

林
に
つ
い
て
、
群
状
伐
採
し
跡
地
に
広
葉
樹
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
山
地
災
害
防
止
や
野
生
動
物
の
生
息
環
境
保
全

な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
す
る
多
様
な
森
林

と
し
て
、
将
来
的
に
広
葉
樹
林
へ
誘
導
す
る
。

◦
広
葉
樹
林
化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

［
更
新
伐
１
０
０
ha
、
作
業
道
開
設
9.9
㎞
］

 

９
、４
６
３
千
円

※ 

国
公
共
造
林
事
業
に
よ
る
更
新
伐
、
広
葉
樹
植
栽
、
作

業
道
開
設
等
の
補
助
残
額
を
県
・
市
町
が
連
携
し
公
的

負
担

４
．
森
林
の
保
全
・
管
理

⑴
保
安
林
の
指
導
等

　

山
地
災
害
危
険
地
区
な
ど
の
保
安
林
指
定
を
進
め
る
と
と

も
に
、
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
に
資
す
る
保
安
林
の
森

林
施
業
の
確
保
、
標
識
設
置
や
伐
採
等
の
行
為
制
限
に
よ
る

保
安
林
管
理
体
制
の
整
備
等
を
通
じ
て
、
保
安
林
の
適
正
な

管
理
、
保
全
を
図
る
。

◦
保
安
林
等
整
備
管
理
費 

１
７
、７
０
３
千
円

⑵
無
秩
序
な
開
発
行
為
の
規
制

　

災
害
の
防
止
や
水
資
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
地
域
森
林

計
画
対
象
森
林
に
お
け
る
、
無
秩
序
な
開
発
行
為
を
規
制
し
、

森
林
の
適
正
な
利
用
を
図
る
。

◦
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
費 

１
、８
３
０
千
円

⑶
森
林
の
保
全

　

保
安
林
及
び
林
野
火
災
の
危
険
性
の
高
い
森
林
に
つ
い
て
、

無
許
可
伐
採
や
違
反
行
為
の
早
期
発
見
、
林
野
火
災
の
予
防

啓
発
、
森
づ
く
り
活
動
の
指
導
な
ど
を
目
的
と
し
て
「
森
づ

く
り
指
導
巡
視
事
務
嘱
託
員
」
を
配
置
し
、
森
林
の
保
全
管

理
を
図
る
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
基
盤
を
支
え
持
続
可
能
な
経
営
を
確
保

す
る
た
め
、
林
野
火
災
や
干
害
等
の
気
象
災
害
を
補
填
す
る

森
林
国
営
保
険
の
加
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
林
野
火
災

等
自
然
災
害
の
予
防
の
啓
発
を
行
う
。

◦
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
指
導
巡
視
事
業 

８
、０
１
８
千
円

◦
森
林
国
営
保
険
事
務
取
扱
費 

３
、７
５
２
千
円

◦
森
林
災
害
予
防
啓
発
普
及
事
業 

８
０
０
千
円

５
．
森
林
病
害
虫
被
害
対
策

⑴
松
く
い
虫
被
害
対
策

① 

保
安
林
等
の
公
益
的
機
能
の
高
い
松
林
や
地
域
経
済
上
、

重
要
な
松
林
を
防
除
区
域
と
定
め
、
特
別
防
除
、
地
上
散

布
、
樹
幹
注
入
等
の
予
防
対
策
と
、
伐
倒
駆
除
や
造
林
事

業
（
衛
生
伐
）
の
駆
除
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
、
松
林
機

能
の
保
全
を
図
る
。
ま
た
、
被
害
を
受
け
に
く
い
松
林
を

造
成
す
る
た
め
、
抵
抗
性
マ
ツ
『
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
』
10

万
本
植
栽
事
業
（
24
～
28
年
度
）
を
継
続
実
施
す
る
。

② 

環
境
へ
配
慮
し
た
防
除
を
推
進
す
る
た
め
、
駆
除
対
策
に

つ
い
て
は
特
別
伐
倒
駆
除
及
び
天
敵
利
用
型
伐
倒
駆
除
の

実
施
拡
大
を
行
う
。

○ 

特
別
伐
倒
駆
除
：
農
薬
の
軽
減
及
び
被
害
木
再
利
用
の

た
め
、
被
害
木
を
伐
採
後
に
破
砕
・
焼
却
す
る
べ
く
、

搬
出
可
能
な
高
度
公
益
機
能
森
林
に
お
い
て
実
施
す
る
。

○ 

天
敵
利
用
型
伐
倒
駆
除
：
農
薬
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

集
積
し
た
被
害
木
に
微
生
物
不
繊
布
製
剤
を
設
置
す
る

べ
く
、
集
積
可
能
な
高
度
公
益
機
能
森
林
で
実
施
す
る
。

③ 

景
観
の
保
全
が
必
要
な
箇
所
に
お
い
て
過
年
度
枯
れ
被
害

木
を
伐
倒
処
理
す
る
。

◦
予
防
対
策
（
特
別
防
除
、
地
上
散
布
、
樹
幹
注
入
）

 

４
３
、５
８
１
千
円

◦ 

駆
除
対
策
（
伐
倒
駆
除
、
特
別
伐
倒
駆
除
、
天
敵
利
用
型

伐
倒
駆
除
）

 

５
６
、１
２
６
千
円

◦
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
10
万
本
植
栽
事
業 

１
、０
２
８
千
円

◦
県
単
独
松
く
い
虫
被
害
等
景
観
対
策
事
業

 

３
、１
４
１
千
円

⑵
ナ
ラ
枯
れ
対
策

　

被
害
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
、
被
害
先
端
市
町
に
お
い
て
重
点
的
な
防
除
に
努

め
る
と
と
も
に
、
保
安
林
等
公
益
的
機
能
の
高
い
森
林
で
防

除
を
実
施
し
、
森
林
機
能
の

低
下
を
防
止
す
る
。 

◦
そ
の
他
法
定
病
害
虫
駆
除

事
業
（
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対

策
） 

 

６
、６
８
９
千
円

（
伐
倒
駆
除
（
く
ん
蒸
）、

噴
霧
剤
処
理
（
粘
着
剤
塗

布
）、
樹
幹
注
入
、
粘
着

シ
ー
ト
）

６
．
里
山
森
づ
く
り
担
い
手
支
援
事
業
（
緊
急
雇
用
就
業
機
会
創

出
事
業
）（
里
山
森
づ
く
り
地
域
支
援
事
業
（
Ｈ
25
）
の
組
み

替
え
新
規
）

　

緊
急
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
失
業
者
を
雇
用
し
、
既
存
の
公

的
事
業
で
は
手
の
行
き
届
か
な
い
箇
所
に
お
い
て
森
林
整
備
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
元
要
望
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
環
境
と
景

観
の
保
全
を
図
る
こ
と
で
美
し
い
兵
庫
の
森
の
創
出
に
寄
与
す
る
。

◦
里
山
森
づ
く
り
担
い
手
支
援
事
業 

７
３
、０
０
０
千
円

平
成
26
年
度

豊
か
な
森
づ
く
り
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

１
１
、６
３
３
、９
４
４
千
円
（
対
前
年
度
比
１
１
１
、７
％
）

ナラ枯れ防除作業（粘着剤塗布）

野生動物育成林整備（養父市）

緊急防災林整備（豊岡市）

（7） 平成26年6月30日



野
生
動
物
対
策
の
推
進

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
野
生
動
物
の
生
息
地
管
理
、
個

体
数
管
理
、
被
害
管
理
を
総
合
的
・
科
学
的
か
つ
計
画
的

に
進
め
る
“
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
”
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
農
林
業
等
へ
の
被
害
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
シ
カ
肉
等
の
有
効
活
用
を
図
り
、
人
と
野
生

動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
共
存
を
め
ざ
す
。

１
．
新
規
施
策

　

狩
猟
後
継
者
の
育
成
・
確
保 

１
０
、９
３
５
千
円

　

鳥
獣
捕
獲
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
狩
猟
者
の
減
少
・

高
齢
化
に
よ
り
捕
獲
従
事
者
が
不
足
す
る
中
、
鳥
獣
保
護

管
理
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
及
び
捕
獲
体
制
の
強
化
等
を

重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

新
有
害
鳥
獣
捕
獲
入
門
講
座
運
営
事
業

 

７
、４
２
５
千
円

新
有
害
鳥
獣
捕
獲
支
援
体
制
整
備
事
業

 

１
、５
９
５
千
円

新
銃
猟
技
能
向
上
支
援
事
業 

２
７
５
千
円

◦
狩
猟
技
能
向
上
促
進
事
業 

１
、０
０
０
千
円

◦
狩
猟
免
許
講
習
会
支
援
事
業 

１
９
９
千
円

◦
狩
猟
現
地
体
験
会
・
ハ
ン
タ
ー
養
成
出
前
講
座

 

４
４
１
千
円

２
．
シ
カ
対
策
の
推
進

　

農
林
業
被
害
の
軽
減
と

被
害
地
域
拡
大
の
防
止
を

図
る
た
め
、
平
成
25
年
度

に
引
き
続
き
、
捕
獲
目
標

頭
数
を
３
万
５
千
頭
と

し
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
別

措
置
法
等
に
基
づ
く
特
別

交
付
税
措
置
を
最
大
限
活

用
し
つ
つ
、
捕
獲
及
び
防

護
柵
設
置
の
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
シ
カ
肉
等
の
資

源
活
用
の
促
進
を
進
め
る
。

◦
シ
カ
有
害
捕
獲
促
進
支
援
事
業 

９
、５
２
１
千
円

◦
シ
カ
有
害
捕
獲
専
任
班
支
援
事
業
【
拡
充
】

 

９
、６
０
０
千
円

◦
狩
猟
期
シ
カ
捕
獲
拡
大
事
業
【
拡
充
】

 

１
１
３
、０
０
０
千
円

◦
シ
カ
焼
却
処
分
支
援
事
業 

６
０
０
千
円

◦
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

 
４
７
０
、５
２
２
千
円

◦
野
生
動
物
防
護
柵
集
落
連
携
設
置
事
業

 

５
０
、０
０
０
千
円

◦
シ
カ
肉
利
用
促
進
支
援
事
業 

４
０
０
千
円

◦
シ
カ
肉
需
要
拡
大
対
策
事
業 

１
、３
６
０
千
円

◦
シ
カ
肉
処
理
加
工
施
設
へ
の
搬
入
支
援

 

７
０
０
千
円

◦
シ
カ
肉
処
理
加
工
施
設
整
備
事
業

 

３
３
、０
０
０
千
円

３
．
そ
の
他
の
鳥
獣
対
策
の
推
進

　
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理

計
画
」に
基
づ
き
、
生
息

数
の
安
定
維
持
を
目
指
し

た
個
体
数
管
理
、
被
害
管

理
、
生
息
地
管
理
等
を
進

め
る
ま
た
、
近
年
増
加

し
て
い
る
特
定
外
来
生

物
（
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ヌ
ー

ト
リ
ア
）
の
捕
獲
を
進
め

る
。◦

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
獣
害
（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
）

 

３
４
、７
１
３
千
円

◦
野
生
動
物
捕
獲
用
わ
な
緊
急
整
備
事
業

 

４
６
７
千
円

◦
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
総
合
対
策
事
業

 

１
、４
１
５
千
円

◦
サ
ル
出
没
対
策
事
業 

２
４
千
円

◦
サ
ル
監
視
員
配
置
支
援
事
業 

１
、４
４
２
千
円

◦
特
定
外
来
生
物
被
害
対
策
事
業 

１
４
、０
０
０
千
円

◦
カ
ワ
ウ
等
繁
殖
抑
制
モ
デ
ル
事
業 

１
、３
６
４
千
円

平
成
26
年
度

　

自
然
環
境
課
野
生
鳥
獣
関
係
予
算
の
概
要

平
成
26
年
度
自
然
環
境
課
関
係
予
算（
野
生
鳥
獣
対
策
）

・
野
生
動
物
保
護
管
理
費 

８
６
０
、２
２
２
千
円

（
対
前
年
度
比
１
０
７
・
９
％
）

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業 

３
４
、７
１
３
千
円

（
対
前
年
度
比
53
・
５
％
）

箱わなによるシカの捕獲

狩猟体験会

赤穂海浜公園のカワウ

【シカ肉料理販売】
（森のまつり2013：六甲山）

第36号 （8）兵庫の治山・林道と森林整備



第
２
次「
山
地
防
災・土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画
」の
推
進

　

平
成
21
年
８
月
の
台
風
第
９
号
等
災
害
で
は
、
集
中
豪

雨
を
記
録
し
た
地
域
や
風
倒
木
被
害
跡
地
に
お
い
て
、
林

地
崩
壊
等
が
発
生
し
、
流
木
や
土
砂
流
出
に
よ
る
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
教
訓
に
、
治
山
ダ
ム
、

砂
防
え
ん
堤
の
重
点
整
備
に
加
え
、
災
害
に
強
い
森
づ
く

り
を
総
合
的
に
進
め
る
「
山
地
防
災･

土
砂
災
害
対
策
緊

急
５
箇
年
計
画
」
を
策
定
し
、
被
災
箇
所
の
復
旧
対
策
な

ど
、
25
年
度
ま
で
に
計
画
１
０
７
９
箇
所
に
対
し
て
、
１

１
６
９
箇
所
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
治
山
事

業
で
は
、
国
の
補
正
予
算
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
治
山

ダ
ム
計
画
６
７
４
基
に
対
し
て
、
７
６
２
基
の
整
備
を
進

め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
未
整
備
の
危
険
箇
所
が
県
下
に

多
く
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
、
近
年
、
記
録
的
豪
雨
が
頻

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
計
画
と
概
ね
同
じ
ペ
ー
ス
、

規
模
で
、
引
き
続
き
、
第
２
次
の
「
山
地
防
災･

土
砂
災

害
対
策
５
箇
年
計
画
」
を
推
進
し
、
山
地
災
害
に
備
え
た

予
防
対
策
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

●�
第
２
次
「
山
地
防
災･

土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画
」

の
概
要

⑴
計
画
期
間

平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
の
５
年
間

⑵
整
備
目
標

治
山
事
業
４
８
０
箇
所
、
砂
防
事
業
２
０
０
箇
所
、

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
88
箇
所
の
計
７
６
８
箇
所
。

総
事
業
費
は
、
５
２
４
億
円
。

⑶
計
画
内
容

①
人
家
等
保
全
対
策
（
治
山
事
業
・
砂
防
事
業
等
）

保
全
人
家
が
多
い
未
対
策
箇
所
（
概
ね
10
戸
以
上
）

の
う
ち
、
災
害
発
生
時
の
影
響
が
大
き
い
谷
出
口
周

辺
箇
所
を
対
象
に
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
治
山

ダ
ム
や
砂
防
え
ん
堤
等
を

整
備

②
流
木
・
土
砂
流
出
防
止

対
策
（
治
山
事
業
）

谷
筋
等
に
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

が
植
林
さ
れ
て
い
る
渓
流

を
対
象
に
、
土
砂
流
出
と

と
も
に
流
木
災
害
の
恐
れ

の
高
い
箇
所
か
ら
治
山
ダ

ム
を
整
備

③
災
害
に
強
い
森
づ
く
り

（
緊
急
防
災
林
整
備
）

谷
筋
に
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
が

植
林
さ
れ
、
間
伐
等
が
必

要
な
森
林
を
対
象
に
、
危

険
木
の
除
去
や
災
害
緩
衝

林
等
を
整
備

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

山地防災・土砂災害対策緊急５箇年計画（H21～ 25年）の整備実績

区分
計画 実績

箇所 金 額
（百万円） 箇所 金 額

（百万円）

治山

台風第９号被災渓流対策 138 3,729 138 3,729

流木・土砂流出防止対策 136 4,080 136 4,080

人家等保全対策 400 10,650 488 13,139

小計 674 18,459 762 20,948

砂防

台風第９号被災渓流対策 20 3,000 20 3,000
流木・土砂流出防止対策 31 6,800 31 6,800
災害時要援護者関連施設保全対策 100 20,370 100 20,370
人家等保全対策 99 26,330 101 26,543
小計 250 56,500 252 56,713

災害に強い森づくり（緊急防災林整備） 155 1,346 155 1,346

合　計 1,079 76,305 1,169 79,007

第２次「山地防災 ･土砂災害対策５箇年計画」の整備目標

区分
計画

地区 箇所 金 額
（百万円）

治 山

人家等保全対策 175 350 9,450

流木 ･土砂流出防止対策 130 130 3,900

小計 305 480 13,350

砂 防 人家等保全対策 200 200 37,500

災害に強い森づくり（緊急防災林整備） 88 88 1,424

合 計 593 768 52,274

③災害に強い森づくり

H23年台風災害発生後
〔効果事例〕
第１次計画で整備した治山ダムが、約
３千㎥の土砂・流木を捕捉し、下流へ
の被害を軽減。（朝来市）

②流木・土砂流出防止対策

（H25年９月豪雨）

①人家保全対策

（9） 平成26年6月30日



平
成
26
年
度
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法
研
究
会
特
別
講
演
会

「
切
土
補
強
土
に
関
す
る
技
術
開
発
経
緯
」

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
26
年
６
月
６
日
、
兵
庫
県
土
地
改
良
会
館
に
お
い

て
「
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法
研
究

会
」
通
常
総
会
（
会
長 
沖
村
孝 

神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

が
開
催
さ
れ
、
特
別
講
演
と
し
て
、
株
式
会
社
高
速
道
路

総
合
技
術
研
究
所　

田
山
聡
氏
（
写
真
）
か
ら
「
切
土
補

強
土
に
関
す
る
技
術

開
発
経
緯
」
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概

要
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

２�

．
切
土
補
強
土
の
概
要

⑴ 

切
土
補
強
土
の
変
遷

　

切
土
補
強
土
は
、切
土
斜
面
に
鉄
筋
等
の
補
強
材
を

挿
入
し
、地
山
を
安
定
化
さ
せ
る
工
法
で
す
。（
図
１
）補

土
工
法
設
計
・
施
工
指
針
（
案
）」
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
平
成
10
年
に
は
、
管
理
基
準
や
防
食
に
関
す

る
内
容
が
加
え
ら
れ
、
現
在
の
設
計
指
針
等
の
元
と

な
る
「
切
土
補
強
土
工
法
設
計
・
施
工
要
領
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

⑵ 

切
土
補
強
土
の
設
計

　

①
工
法
の
適
用

　

切
土
補
強
土
は
、
地
山
が
多
少
変
形
す
る
こ
と

で
効
果
を
発
揮
す
る
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
地
山

と
補
強
材
と
の
一
体
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

周
面
摩
擦
抵
抗
が
期
待
で
き
な
い
地
質
や
地
下
水

が
高
い
箇
所
で
は
、
採
用
の
検
討
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
斜
面
対
策
の
適
用
範
囲
は
、
補
強
材
の

長
さ
約
５
ｍ
ま
で
に
対
応
で
き
る
中
規
模
崩
壊
の

抑
止
工
と
し
て
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

②
経
験
的
設
計
法

　

過
去
の
崩
壊
土
砂
の
厚
さ
デ
ー
タ
か
ら
、
約
２

ｍ
ま
で
崩
壊
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
場
合

の
設
計
に
つ
い
て
は
、
安
定
計
算
を
行
わ
ず
に
、

経
験
則
的
に
補
強
材
の
径
や
打
設
密
度
を
決
定
し

て
お
り
、
現
在
も
こ
の
設
計
法
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

③
崩
壊
に
対
す
る
設
計
の
検
証

　

次
に
、
崩
壊
を
想
定
し
た
設
計
方
法
と
し
て
は
、

主
に
補
強
材
の
引
き
止
め
効
果
と
せ
ん
断
効
果
に

よ
る
設
計
法
が
あ
り
、
せ
ん
断
効
果
は
セ
メ
ン
ト

系
資
材
を
用
い
た
軟
岩
模
型
実
験
に
よ
り
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
鉄
筋
の
変
形
は
、
せ
ん
断
と
い

う
よ
り
曲
げ
に
近
く
、
こ
の
曲
げ
効
果
よ
り
も
引

っ
張
り
効
果
の
方
が
大
き
い
と
い
う
計
測
結
果
が

得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

④
引
張
り
力
に
期
待
し
た
設
計
法

　

引
張
り
力
の
効
果
は
、
遠
心
模
型
実
験
に
よ
り

強
材
の
設
計
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
引
張
り
、
曲
げ
、

せ
ん
断
抵
抗
力
の
種
類
が
あ
り
、
高
速
道
路
の
切
土

補
強
土
や
治
山
事
業
で
の
斜
面
対
策
は
、
引
張
り
抵

抗
力
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
の
切
土
補
強
土
の
設
計

や
施
工
に
つ
い
て
は
、（
図
２
）
の
よ
う
に
昭
和
50

年
頃
か
ら
模
型
実
験
や
現
地
実
験
な
ど
を
通
じ
て
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
７
年
に
は
、
極
限

つ
り
合
い
式
や
補
強
材
の
引
張
り
の
低
減
係
数
λ
、

の
り
面
工
低
減
係
数
μ
が
導
入
さ
れ
た
「
切
土
補
強

補強材

田山 聡 氏図1　切土補強土

図2　切土補強土の歴史

第36号 （10）兵庫の治山・林道と森林整備



図5　のり面低減係数μ

確
認
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
果
（
図
３
）
か

ら
補
強
材
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
す
べ
り
面
の
発
生

状
況
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

補
強
材
が
短
い
と
補
強
材
の
挿
入
深
さ
付
近
で
す

べ
り
面
が
発
生
し
て
全
体
が
崩
れ
る
と
い
う
現
象

が
起
こ
り
、
逆
に
補
強
材
が
長
い
と
地
山
の
表
層

付
近
で
部
分
的
に
崩
壊
す
る
現
象
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
象
を
受
け
、
移
動
土
塊
の
抜
け
出
し

に
よ
る
破
壊
と
補
強
材
の
引
き
抜
け
に
よ
る
破
壊

と
の
形
態
に
対
応
し
た
設
計
手
法
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

⑤
補
強
斜
面
の
安
定
計
算

　

補
強
材
の
引
張
力
に
よ
る
安
定
計
算
式
は
、

ア
ン
カ
ー
工
と
同
じ
も
の
を
用
い
て
い
ま
す
が
、

補
強
土
工
は
変
形
し
て
は
じ
め
て
抑
止
力
が
発

揮
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
強
材
の

引
張
力
を
ど
の
程
度
低
減
す
る
べ
き
か
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
物
大
実
験
を
用
い
て
検
討
し

た
結
果
、（
図
４
）
に
示
す
よ
う
に
計
測
軸
力
が
計

算
に
よ
る
設
計
軸
力
の
０
・
７
倍
程
度
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
引
張
力
の
低
減
係
数
を
０
・
７
と
定
め
て

い
ま
す
。

⑥
の
り
面
工
の
効
果

　

ま
た
、
の
り
面
工
の
効
果
と
し
て
、
の
り
面
に
働

く
荷
重
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
模
型
実
験

結
果
と
現
地
計
測
結
果
か
ら
、
の
り
面
工
係
数
と
の

り
面
工
低
減
係
数
の
関
係
を
（
図
５
）
の
と
お
り
整

理
し
、
の
り
面
工
低
減
係
数
は
、
剛
な
構
造
ほ
ど
大

き
く
、
柔
な
構
造
に
な
る
ほ
ど
小
さ
く
な
り
、
の
り

面
構
造
物
に
期
待
す
る
強
度
と
整
合
す
る
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。

⑶ 

補
強
材
の
耐
久
性
に
つ
い
て

　

切
土
補
強
土
の
耐
久
性
に
つ
い
て
は
、
施
工
後
15
年

程
度
経
過
し
た
補
強
材
を
採
取
し
、
腐
食
状
況
を
確
認

し
た
結
果
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
処
理
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
で

の
腐
食
は
、地
下
水
や
空
気
の
侵
入
、グ
ラ
ウ
ト
の
充

填
不
足
が
起
き
や
す
い
頭
部
付
近
で
腐
食
が
著
し
い

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
）

一
方
で
亜
鉛
メ
ッ
キ
処
理
が
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
健
全
な
状
態
で
あ
り
、
現
在
の
仕
様
で
は
亜
鉛

メ
ッ
キ
処
理
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑷ 

施
工
法
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
補
強
材
挿
入
に
か
か
る
削
孔
方
法
の
違

い
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ト
の
注
入
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、

２
重
管
削
孔
、
エ
ア
削
孔
、
エ
ア
グ
ラ
ウ
ト
削
孔
で

は
、
十
分
グ
ラ
ウ
ト
が
注
入
さ
れ
て
い
た
が
、
自
穿

孔
で
は
、
部
分
的
に
か
ぶ
り
が
小
さ
い
と
こ
ろ
が
あ

る
な
ど
十
分
な
グ
ラ
ウ
ト
が
出
来
て
い
な
い
結
果
が

見
ら
れ
、
永
久
構
造
物
と
し
て
の
施
工
は
避
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

３
．
お
わ
り
に

　

森
林
土
木
事
業
に
携
わ
る
担
当
者
に
と
っ
て
、
現
在
、

治
山
事
業
等
の
斜
面
対
策
で
採
用
し
て
い
る
補
強
土
工
を

単
に
、
フ
ロ
ー
等
に
そ
っ
て
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

の
技
術
開
発
に
至
っ
た
経
緯
、
背
景
を
十
分
に
理
解
す
る

こ
と
で
、
現
地
で
の
事
象
に
対
す
る
観
察
力
、
ま
た
異
な

る
対
策
工
へ
の
対
応
力
な
ど
、
柔
軟
な
考
え
方
、
違
っ
た

見
方
を
も
っ
て
、
よ
り
適
切
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

写真　補強材の状況

図4　�実物大実験における補強材の許容引張
り力と計測軸力の関係

図3　地すべり面の発生状況

グラウトを除去して調査

（腐食無し）

（面的な腐食が著しい）
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ジムグリ
（兵庫県版RDB2003　要注目）
無毒でおとなしく、赤いマダラ模様が美し
い。地下のネズミ穴に潜り込み、子供を好
んで捕食するらしい。

オミナエシ
秋になるとカキランと入れ替わるように花
を咲かせる。白い花のオトコエシも見られ
る。

ハルゼミ
（兵庫県版RDB2012　要注目）
５月に現れ近くにいる数頭で合唱する。ア
カマツの梢にいることが多いがマツクイム
シ被害でマツが枯れ、各地で減少している。

リンドウ
古い放棄田や畦畔に見られる。

鴨
池
公
園
の
概
要

　

鴨
池
公
園
は
小
野
市
南
西
部
に
位
置
し
、
鴨
池
（
男

池
）
と
隣
接
す
る
ゴ
ル
フ
場
を
囲
む
地
域
で
、
周
囲
に
４

㎞
弱
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
池

の
西
側
は
よ
く
管
理
さ
れ
た
農
耕
地
で
す
が
、
北
側
は
雑

木
に
覆
わ
れ
、
人
の
手
が
あ
ま
り
入
っ
て
な
い
よ
う
で
す
。

中
心
に
あ
る
鴨
池
は
県
下
有
数
の
カ
モ
類
の
飛
来
地
で
あ

り
、
ま
た
、
日
本
最
南
端
の
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
越
冬
地
と

し
て
も
有
名
で
す
。

鴨
池
公
園
の
生
き
物

　

鴨
池
公
園
へ
は
池
沼
性
の
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
、
中
で
も
ス

イ
レ
ン
科
の
ス
イ
レ
ン
や
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
を
食
草
と
す
る
ガ

ガ
ブ
タ
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
が
生
息
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
何
度
か
訪
れ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
未
だ
発
見
す

る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ガ
ガ
ブ
タ
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
は

名
前
か
ら
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
科
の
ガ
ガ
ブ
タ
を
食
草
と
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
ガ
ガ
ブ
タ
を
食
草
と

し
て
い
る
の
は
よ
く
似
た
イ
ネ
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
で
す
。
イ

ネ
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
は
ス
イ
レ
ン
科
の
ハ
ス
や
ジ
ュ
ン
サ
イ

に
多
く
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
科
の
ガ
ガ
ブ
タ
、
ア
サ
ザ
や
ヒ
シ

科
の
ヒ
シ
な
ど
の
浮
葉
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
浮
葉
の
無
い

イ
ネ
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
古
い
文
献
に
は
イ
ネ
の
害
虫

と
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
の
友
人
も
そ
ん
な
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
名
前
が
つ
け
ら
れ

た
の
か
不
思
議
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ガ
ガ

ブ
タ
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
探
索
で
何
度
か
訪
れ
る
う
ち
、
こ
の

地
の
一
部
に
、
近
年
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
い
く
つ
か
の
動

植
物
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

ヌ
ー
ト
リ
ア
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
の
特

定
外
来
生
物
を
は
じ
め
、
キ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
在
来
種
を
脅

か
す
帰
化
植
物
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
カ
モ
類
が
北
へ
帰

っ
た
あ
と
の
春
に
は
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
マ
ツ
ツ

ジ
、
モ
チ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
ツ
ツ
ジ
類
が
次
々
と
咲
き
、
マ

ル
バ
ア
オ
ダ
モ
や
コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
の
白
い
花
も
目
立
ち

ま
す
。
夏
に
な
る
と
、
手
入
れ
の
さ
れ
て
い
な
い
林
内
に

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
や
カ
ワ
ラ
タ
ケ
な
ど
が
生
え
た
立
枯
や

切
株
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
キ
ノ
コ
は

木
材
腐
朽
菌
と
呼
ば
れ
、
木
材
の
分
解
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
木
材
腐
朽
菌
の
存
在
が
無
け
れ
ば
、

枯
れ
た
樹
木
は
朽
ち
る
こ
と
な
く
、
林
の
中
は
枯
木
で
埋

も
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
腐
朽
菌

に
は
オ
オ
キ
ノ
コ
ム
シ
や
ゴ
ミ
ム
シ
ダ
マ
シ
の
仲
間
が
見

ら
れ
、
幼
虫
が
朽
木
を
食
べ
る
ハ
ナ
ム
グ
リ
や
ク
ワ
ガ
タ

ム
シ
も
産
卵
の
た
め
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
秋
に
は
フ
ジ
バ

カ
マ
以
外
の
秋
の
七
草
や
リ
ン
ド
ウ
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
な
ど

が
咲
き
、
昆
虫
で
は
ウ
ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
オ
オ

キ
ト
ン
ボ
、
ナ
ニ
ワ
ト
ン
ボ
、
カ
ヤ
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
の
絶

滅
危
惧
種
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
姿
を
消
す
頃
に
は

数
千
羽
の
カ
モ
が
北
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。

森
と
水
辺
の
生
き
物
を
訪
ね
て（
３
）佐

藤
邦
夫

鴨
池
公
園
を
歩
こ
う

第36号 （12）兵庫の治山・林道と森林整備



ナガニジゴミムシダマシ
カワラタケなどのキノコが生えた朽木に
集まる。名前のイメージと違って、虹色
の輝きがあり美しい。

イシモチソウ
（兵庫県版RDB2010　Cランク）
日当たりの良い池畔や山道の水が滲出し
た場所に見られる。東播磨のため池周辺
ではよく見かけるが、当地には少ない。

ヨツスジハナカミキリ
もともと山地に多い種であるが、主に枯
れた針葉樹に産卵するため、低山でもよ
く見かけるようになった。写真はマツク
イムシ被害木の切株に産卵しているとこ
ろ。

メスグロヒョウモン
オスは他のヒョウモン類と同じような模
様をしているが、メスは写真のように黒
く別種のように見える。ため池周辺でよ
く見られる。

ウラギンスジヒョウモン
（兵庫県版RDB2012　Bランク）
かっては県内に広く分布していたが、現
在では東播磨のため池周辺でしか見られ
ない。春はアザミ類、秋はサワヒヨドリ
の花によく集まる。

コモウセンゴケ
（兵庫県版RDB2010　Cランク）
イシモチソウと同様の場所に見られ、初
夏にピンクの小さな花を咲かせる。名前
のとおり地面が赤く見える。よく似たモ
ウセンゴケはやや標高の高いところに生
育し、白い花をつける。

カキラン
（兵庫県版RDB2010　Cランク）
初夏に池の堤や畦畔に群生する。大型の
ラン科植物がこれほど見られるのは珍し
い。

クサガメ
豊臣秀吉が朝鮮半島から持ち帰ったのが
始まりの外来生物と言われている。原産
地の朝鮮半島や中国では絶滅危惧種とな
っているらしい。ペットショップなどで
売られているゼニガメは本種の子供であ
る。

シルビアシジミ
（兵庫県版RDB2012　Bランク）
マメ科のミヤコグサやコマツナギを食草
としている。カタバミを食べるヤマトシ
ジミとよく似ており当地では混生してい
る。
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新
緑
の
氷
ノ
山
林
道
で
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
．
開
催
概
要

　

平
成
15
年
秋
か
ら
開
催
し
て
い
る
林
道
自
然
観
察
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
、
今
年
も
森
林
基
幹
道
「
瀞
川
・
氷
ノ
山

線
」
で
、
去
る
5
月
27
日
に
開
催
し
、
38
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
都
市
住
民
の
方
々
を
中
心
に

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
や
林
道
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
治
山
林
道
協
会
と
兵
庫
県
治
山

課
並
び
に
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
の

共
催
で
、
地
元
養
父
市
の
協
力
を
得
て
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
19
回
目
の
開
催
と
な
り
、
約
８
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
も
「
県
民
だ
よ
り
ひ
ょ
う
ご
」
な
ど
で
参
加
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
40
名
の
と
こ
ろ
４
０
０
名
近
い

方
々
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定

し
ま
し
た
。

２
．
行
程

　

林
業
会
館
前
を
朝
8
時
に
大
型
バ
ス
で
出
発
し
、
車
内

で
行
程
等
に
つ
い
て
説
明
の
後
、
講
師
と
し
て
同
行
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
近
藤
・
佐
藤
両
氏
が
車
内
の
ビ
デ
オ
を

使
っ
て
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
周
辺
の
四
季
の
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
や
豊
富
な
植
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
最
初
に
、
朝
来
市
上
八
代
の
「
災
害
に
強
い
森

づ
く
り
」
現
場
を
見
学
し
、
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
の
職

員
か
ら
、
平
成
18
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
県
民
緑
税
や

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
事
業
、
同
事
業
の
２
期
対
策
な
ど

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
養
父
市
の
「
あ
ゆ
公
園
」
で
地
元
養
父
市
の

観
光
協
会
の
職
員
と
合
流
し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
換

え
、
横
行
渓
谷
へ
入
り
ま
し
た
。
湧
水
箇
所
「
ぶ
な
の
し

ず
く
」
で
喉
を
潤
し
た
後
、
平
家
伝
説
が
残
る
「
姫
が

淵
」
周
辺
を
散
策
し
て
か
ら
、
再
び
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗

り
、
氷
ノ
山
林
道
の
ブ
ナ
観
察
駅
周
辺
を
散
策
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
チ
シ
マ
ザ
サ
の
た
け
の
こ
「
ス
ズ
コ
」
の
採
集

シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
で
、
ス
ズ
コ
採
り
の
入
山
者
が
大
変

多
く
、
参
加
者
も
林
道
を
散
策
し
な
が
ら
ス
ズ
コ
採
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
段
が
平
で
展
望
を
満
喫
し
な
が
ら
の
昼
食
の
後
、「
巨

木
の
谷
」
を
ウ
ォ
ー
ク
し
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ト
チ
ノ
キ
の
巨

木
な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
気
の
崩
れ
も
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物

の
観
察
に
加
え
て
、
初
め
て
の
ス
ズ
コ
採
り
体
験
も
で
き
、

参
加
者
か
ら
の
喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

３
．
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

Ｑ
、 
こ
れ
ま
で
、
林
道
を
つ
く
る
こ
と
に
対
し
て
、
自

然
破
壊
（
自
然
へ
の
負
荷
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

て
い
ま
し
た
か
？

Ｑ
、 

今
回
の
林
道
は
、
自
然
環
境
に
対
し
負
荷
を
与
え

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
か
？

〔 

今
回
の
林
道
に
つ
い
て
の
ご
意
見 

〕

◦
林
道
を
造
れ
ば
、
登
山
客
が
増
え
る
が
、
そ
れ
に

よ
り
、
ゴ
ミ
が
増
え
、
自
然
が
壊
さ
れ
る
が
、
山

の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
の
力
が
増

加
す
る
と
思
っ
た
。

◦
負
荷
を
よ
く
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

◦
風
や
水
害
に
対
し
て
、
少
額
の
費
用
で
、
と
て
も

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
と
関
心
し
ま
し
た
。

◦
林
道
が
な
い
と
山
の
手
入
れ
が
で
き
な
い
と
わ
か

っ
た
。

◦
間
伐
し
た
所
が
所
々
あ
り
手
入
れ
を
し
て
下
さ
っ

て
い
る
事
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

◦
駐
車
す
る
場
所
が
増
え
る
と
、
ゴ
ミ
の
量
が
増
え

て
い
る
の
を
見
る
と
、
残
念
に
思
う
。

◦
特
に
大
き
い
木
に
は
名
札
な
ど
が
あ
っ
て
も
よ
い

と
思
い
ま
す
。

◦
こ
の
ま
ま
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
道
を
よ

く
す
る
と
観
光
化
さ
れ
て
今
の
よ
う
な
環
境
が
保

て
な
い
と
思
う
か
ら
…

どちらとも
いえない
16％

どちらとも
いえない
27％

わからない
3％

少し
持っていた
16％

とても大きい
3％

かなり持っていた 0％

少し
大きい
11％

あまり持っていない
47％

少ない
27％

全く
持っていない
18％

ほとんどない
32％
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氷ノ山ルート起点

林道入口（福定）
福定親水公園駅

逆水自然公園

交流の森駅

鵜縄式間伐発祥の地駅

湿地環境守ろう駅

巨木の谷駅

氷ノ山中央駅

横行渓谷終着駅

氷ノ山にブナを植えよう駅

林道山頂駅

国境の駅

ブナの観察駅

横行渓谷駅

1509.8△ 鵜縄林道

横行林道

兵庫森林管理署

管理区間

瀞川・氷ノ山林道終点

７

６５

４

２但馬の名水「ぶなのしずく」駅

３

但馬の山々を眺めながらの昼食(大段ヶ平)

①「災害に強い森づくり」現地見学 朝来市上八代

② ②④

④

⑤
⑥

③

①

ギンラン

ネコノメソウ

トチの花

スズコ

カキドオシ

ニリンソウ

④

（15） 平成26年6月30日



編

集

後

記

　

先
日
、
３
Ｄ
治
山
ソ
フ
ト
開
発
の
打
合

せ
の
際
に
、
８
Ｋ
テ
レ
ビ
を
見
る
機
会
を

得
た
。

画
素
数
が
１
２
８
０
×
７
２
０
の
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
、
１
９
２
０
×
１
０
８
０
の

フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
、
３
８
４
０
×

２
１
６
０
が
４
Ｋ
ウ
ル
ト
ラ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
、
７
６
８
０
×
４
３
２
０
が
８
Ｋ
ス
ー

パ
ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
ら

し
い
。

　

４
Ｋ
テ
レ
ビ
は
す
で
に
市
販
さ
れ
て
お

り
、
価
格
的
に
ま
だ
庶
民
感
覚
で
は
手
が

出
せ
な
い
商
品
で
は
あ
る
が
、
従
来
の
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
（
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
）
の

流
れ
か
ら
考
え
る
と
、
普
及
も
そ
う
遠
い

も
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
８
Ｋ

は
従
来
の
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
１６
倍
の

画
素
数
で
、
１
０
０
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
に

近
寄
っ
て
見
て
も
粒
子
が
見
え
な
い
く
ら

い
き
れ
い
な
も
の
で
驚
い
た
。
普
及
に
は

経
費
の
問
題
や
通
信
技
術
に
課
題
が
あ
る

と
い
う
。
民
生
用
の
テ
レ
ビ
に
８
Ｋ
が
必

要
か
ど
う
か
は
個
人
的
に
疑
問
だ
が
、
医

療
技
術
、
特
に
同
技
術
を
使
っ
て
の
手
術

が
従
来
困
難
で
あ
っ
た
特
別
な
手
術
の
成

功
率
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
と
聞
く
。

　

古
く
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
然
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

技
術
然
り
、
当
初
の
目
的
外
の
利
用
に
よ

り
、
発
展
し
た
技
術
は
多
い
が
、
ス
ー
パ

ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
が
人
命
を
救
う
技

術
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ス
ー

パ
ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
の
進
展
に
は
大

い
に
期
待
し
た
い
。
家
電
量
販
店
の
最
前

列
に
並
ぶ
４
Ｋ
テ
レ
ビ
も
、
当
初
イ
ン
チ

１
万
円
程
度
の
価
格
が
徐
々
に
低
価
格
化

が
進
ん
で
い
る
ら
し
い
。
我
が
家
に
導
入

さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
？

　

当
協
会
の
常
務
理
事
と
し
て
、
平
成
2１
年
か
ら
５
年
間
勤
務
い
た

だ
い
た
太
田
髙
正
さ
ん
が
本
年
３
月
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
、
後
任
に

前
田
康
宏
が
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
但
馬
事
務
所
で

保
安
林
指
定
業
務
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
渡
邉
浩
二
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
１７
年
か
ら
１0
年
間
、
西
播
磨
事
務
所
な
ど
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
、
中
井
美
満
さ
ん
、
約
１
年
間
、
荒
廃
渓
流
調
査
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
船
田
穣
さ
ん
、
小
川
昌
彦
さ
ん
、
鳴
田
保

さ
ん
、
吉
本
義
弘
さ
ん
、
朱
山
雅
也
さ
ん
が
本
年
３
月
を
も
っ
て
退

職
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
、
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
退
職
さ
れ
た

皆
様
方
の
、
今
後

の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に
土
石
流
を
疑
似
体
験
し
て

い
た
だ
き
、
山
地
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
普
及

啓
発
す
る
目
的
で
、
平
成
１6
年
に
作
成
し
ま

し
た
土
石
流
立
体
映
像
シ
ア
タ
ー
「
立
体
映

像
び
っ
く
り
館
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
昨
年

秋
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
よ
り
迫
力
あ
る
映

像
で
、
見
学
者
全
員
の
印
象
に
残
る
土
石
流

を
体
験
し
て
頂
く
た
め
、
当
協
会
ス
タ
ッ
フ

が
㈱
Ｎ
Ｈ
Ｋ
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
協

議
を
重
ね
、
現
在
作
成
中
で
、
完
成
間
近
と

な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
に
も
理
解
し
や
す

い
よ
う
、
治
山
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ち
さ
ん
く
ん
」
が
案
内
役
と
し
て
土

石
流
の
説
明
を
し
て
お
り
、
大
変
分
か
り
や

す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

完
成
後
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
公
開
す

る
予
定
で
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
�

協
会
人
事
異
動
に
つ
い
て

立
体
映
像
び
っ
く
り
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト･

ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法

研
究
会
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

　

平
成
26
年
４
月
９
日
、
治
山
事
業
１
０
０

周
年
を
記
念
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
治

山
治
水
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
治
山
事
業
の

推
進
等
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る

記
念
式
典
が
東
京
都
千
代
田
区
の
海
運
ク
ラ

ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
選
考
審
査
に
お

い
て
、「
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト

併
用
工
法
研
究
会
（
会
長 
沖
村 

孝
・
神
戸

大
学
名
誉
教
授
）」
が
治
山
技
術
の
開
発
向

上
部
門
に
お
い
て
、
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス

の
地
震
に
対
し
て
、
現
地
調
査
や
土
質
試
験
、

振
動
台
模
型
実
験
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

で
得
ら
れ
た
結
果
を
従
来
の
安
定
計
算
と
は

異
な
る
新
し
い
発
想
で
、
自
然
斜
面
の
崩
壊

予
防
を
図
る
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
ボ
ル

ト
併
用
工
法
の
開
発
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と

を
は
じ
め
、
現
在
も
設
計
・
施
工
・
維
持
管

理
手
法
の
改
良
等
の
技
術
の
向
上
、
普
及
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
有
識
者
に
よ
る

選
考
委
員
会
で
大
き
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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